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去る令和 4年 10月 5日（水）に開催された標記会議内容についてお知らせします。 

 

議題 

 

 

 

（1）各ブロック準備状況、共通プログラムの進め方、事前調査 

ブロック代表常任幹事より、各ブロックの準備状況について報告し、情報共有した。 

また、事務局から、各ブロックの実施内容、共通プログラムの概要及び進行（案）、企画部会

にて作成した参加申込者に対する事前調査の内容について説明し、承認された。 

なお、共通プログラムの進行については、各ブロックで適宜調整し行うことが併せて承認され

た。 

 

（2）JSPOからの情報提供内容 

事務局から、全ブロックにおいて実施する JSPO からの情報提供の内容について説明した。協

議の結果、事務局より提案した下記の内容を情報提供することが承認された。 

＜情報提供内容＞ 

 

 

 

１ 
これからの地域スポーツ体制の在り方と運動部活動の地域移行を踏まえた 

JSPOの取組の紹介 

２ スポーツの現場における暴力行為等の根絶 

３ 総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度における登録有効期間の変更 

４ その他 
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令和 4年度 第 3回常任幹事会レポート 

議題 1．ブロック別クラブネットワークアクション 2022について 

（1）各ブロック準備状況、共通プログラムの進め方、事前調査 

（2）JSPOからの情報提供内容 

（3）事後アンケート内容 
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（3）事後アンケート内容 

事務局から、本ネットワークアクション実施後に行う参加者へのアンケート内容について、例

年実施しているブロックごとの満足度調査に加え、運動部活動の地域移行に関する項目を全ブロ

ック共通として設けることについて提案し、その内容について協議した。 

協議の結果、常任幹事の意見を踏まえ、次年度以降各ブロックが実施する内容の検討に活用で

きるような内容に修正した上で実施することが承認された。 

 

〈主な意見〉 

〇 運動部活動の地域移行に関して、今後総合型クラブで実施予定の取組や取り組めそうなこと 

があるか聞いてはどうか。 

〇 次年度以降の共通プログラムにおける希望内容について、自由記述式だと回答が難しいため、 

いくつか候補をあげ選択式にした方が良いのではないか。 

〇 各プログラムの何が参考になったのかわかるよう、項目を細かくし整理したほうが良い（独 

自プログラムも同様）。 

〇 各ブロックのアンケート結果を全ブロックで共有することで、来年度以降、各ブロックの内 

容を決める上で参考にできるのではないか。 

 

 

 

事務局から、令和 4年度総会の日程及び開催形式について説明し、承認された。 

また、情報共有プログラムの事務局案として、「運動部活動との連携」をテーマに、JSPOから

の情報提供やグループディスカッションを行うことについて説明した。 

協議の結果、常任幹事の意見を踏まえ、事務局にて引き続き内容を検討し、令和 5 年 1 月に開

催の第 4回常任幹事会にて改めて協議することとした。 

情報共有プログラムにおける進行や総評を担当する学識経験常任幹事の選任については、伊端

幹事長に一任することが併せて承認された。 

 

【総会概要】 

○ 日時：令和 5年 2月 20日（月） 13時 45分～17時（予定） 

○ 会場：JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 14階 岸清一メモリアルルーム 

○ 開催形式：集合及びオンライン形式併用 

 

〈主な意見〉 

〇 「運動部活動との連携」について、成功事例の共有だけではなく、どのように連携していく 

かを検討し合い、意識改革ができれば良いと思う。 

〇 グループディスカッションの内容について、学校や行政との「課題の解決策」を求めるので 

はなく、課題の解決に向けて検討すべきことについてディスカッションした方が良いのでは 

ないか。 

〇 参加する代表委員は自身の都道府県の運動部活動との連携状況を把握してくるよう、事前に 

案内が必要であると考える。 

議題 2．令和 4年度総会の内容について 
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〇 登録・認証制度が開始されたことによる各都道府県の状況について、議事にあげてはどうか。 

〇 登録・認証制度による状況は各都道府県で実情が異なるので、総会で議論するのではなく、 

まずは都道府県ごとに課題を抽出することが必要ではないか。 

 

 

 

事務局から、令和 5、6年度役員選出に係るスケジュールについて説明し、協議の結果、事務局

の提案の通り、以下のスケジュールで進めていくことが承認された。 

（表は令和 4年度第 3回常任幹事会資料から抜粋） 

〈意見〉 

なし 

 

議題 3．総合型地域スポーツクラブ全国協議会役員選出のスケジュールについて 
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事務局から、総合型地域スポーツクラブ全国協議会（以下、「全国協議会」という。）専門部

会（企画部会、広報部会、男女共同参画部会）における令和 4 年度の具体的な取組内容及び取組

スケジュールを報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

 

 

 

事務局から、全国協議会登録認定細則第 3条に基づき、令和 4年 9月末日までに 47都道府県協

議会から登録認定リストの提出があり、令和 4年度予備登録クラブ数は 1,016クラブ※であった旨

報告した。また、同細則第 4条に基づき、予備登録証を発行する旨を併せて報告した。 

※ 常任幹事会後、1クラブ登録辞退の旨、連絡があったため令和 4年度予備登録クラブ数は 1,015

クラブとなった。（10/13登録認定リスト変更届受領） 

 

〈主な意見〉 

〇 今後、企画部会で登録促進の取組を進めるにあたり、各都道府県での実態を把握したほうが 

良い。 

〇 ブロック代表常任幹事が各ブロック内の状況をリサーチし、企画部会に共有した方が良いの 

ではないか。 

 

 

 

事務局から、去る令和 4年 7月 8日に開催された第 2回クラブ支援ミーティングについて、「SDG

ｓの実現に向けて総合型地域スポーツクラブができること」をテーマとした講演やクラブアドバ

イザーによる情報交換・グループワークを実施したことを報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

 

 

 

事務局から、去る令和 4 年 9 月 6 日に開催した第 2 回地域スポーツクラブ育成委員会で取り扱

った全国協議会に関する事項のうち、本常任幹事会で説明していない「日本スポーツ協会スポー

ツ推進方策 2018 実施状況の検証・評価」について報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

報告 1．総合型地域スポーツクラブ全国協議会専門部会の取組について 

 

報告 2．総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度令和 4年度予備登録クラブについて 

 

報告 3．令和 4年度第 2回クラブ支援ミーティングの報告 

 

報告 4．令和 4年度第 2回地域スポーツクラブ育成委員会の報告 
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事務局から、令和 4 年度地域スポーツクラブ推進体制基盤強化事業（国庫補助事業）都道府県

体育・スポーツ協会委託事業について、計 33府県体育・スポーツ協会から申請があり、その申請

状況を報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

 

 

 

事務局から、JSPOとして運動部活動の地域移行に取り組むため、令和 4年度から事務局内に部

署横断型のプロジェクトチームを立ち上げたことを報告した。 

プロジェクトチームでは、指導者の確保や多様な実施主体の確保について、具体的施策の検討

を行っており、現時点での具体的施策（案）の内容を報告した。 

 

〈主な意見〉 

〇 具体的施策（案）で掲げている取組が目的化しないよう、どのようなことが課題で、この取 

組を行うのかについて、基本的な考え方と評価の視点を考えたおいたほうが良い。 

 

 

 

事務局から、去る令和 4年 9月 8日に開催した「第 1回運動部活動の地域移行に向けた JSPO加

盟団体ミーティング」において、JSPOにおける取組内容や加盟団体との連携などの依頼事項を説

明した旨報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

 

 

 

 

事務局から、去る令和 4 年 9 月 6 日に開催した令和 4 年度第 2 回地域スポーツクラブ育成委員

会での意見を踏まえ修正した、総合型地域スポーツクラブ育成プラン 2023（案）の内容について

報告した。 

また、今後は都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会に対し意見聴取を行い、令和 5 年

3月開催予定の第 4回委員会にて最終案を審議のうえ策定する旨も併せて報告した。 

 

〈意見〉 

なし 

報告 5．令和 4年度地域スポーツクラブ推進体制基盤強化事業（国庫補助事業） 

都道府県体育・スポーツ協会委託事業について 

 

報告 6．運動部活動の地域移行を踏まえた JSPOの具体的施策について 

 

報告 7．第 1回運動部活動の地域移行に向けた加盟団体ミーティングについて 

 

報告 8．日本スポーツ協会スポーツ推進方策 2023（仮称）及び 

総合型地域スポーツクラブ育成プラン 2023（仮称）の策定について 

 


